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「なかまちスタンダード」（１・２年生用）

あ
い ○げんきよく、あいさつする。
さ ○あいさつのあとに、れいをする。
つ

・５ふんまえにあつまる ・くちをとじる ・れいをする
ち ・はなすひとをみる
ょ
う ○先生のごうれいで、ならぶ。
か ○ほうそうちょうかいでは、しせいを正して、はなしをきく。
い （ぜんこうちょうかいでは、６年生のマーチングえんそうにあわせて、
・ しっかりとあしぶみやこうしんをする。）

し ○大きくまえへ、ならえでならぶ。
ぜ ゅ
う

ん か
い

こ

う

と

し
○とうこうや、げこうのじこくをまもる。

て
じ ★とうこうじこく：８じ５ふん～８じ１５ふん
か ★げこうじこく：（げつ・か・すい・きん） ごご２じ ３５ふん
ん （もく） １年 ごご２じ
を ２年 ごご３じ ３５ふん
ま （ど） ごご１２じ １０ぷん
も
る
○じゅぎょうや、やすみじかんなどのじこくをまもる。

き
ょ ○大きくまえへ、ならえで１れつにならんでいく。
う
し
つ
の ○しずかにみぎがわをあるく。
い
ど
う

あ ○グーのあいずで だまってたいいくずわりをする。
つ
ま ○チョキのあいずで だまってたつ。
る
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ロ ○ランドセルは、とめるところをおくにしていれる。または、たてていれる。
ッ ○ロッカーに、えのぐ、けんばんハーモニカなどをいれる。
カ ○たいいくぶくろは、フックにかける。ー

○うわばきぶくろは、はこにいれるか、フックにかける。
な ○ぞうきんは、いすのしたにせんたくばさみでつるすか、ぞうきんかけにかける。
ど

○まわりの人ときょりをとって
が くつをはきかえる。 もちものぜんぶに、がくねん・

○うわばきは、つま先、かかと クラス・ なまえをかならずかく。
く になまえをかく。

○つまさきをおくにして、きちんとそろえていれる。
し く
ゅ
う つ

よ ば
う
こ

ぐ

じ
ゅ
ん

び

○ひだりがわのはこ ○みぎがわのはこ
つ ★学校においていくもの。 ★まいにちいえからもってきて、もって

はさみ・のり・いろえんぴつ・ かえるもの。
く ビニールぶくろ（ごみを入れる用） きょうかしょ・ノート・ふでばこなど

など
え

の

な

か

ひ ○ふでばこは、シンプルなはこがたのもの。
っ ○ Bまたは２ Bのえんぴつ５本、あか・あおえんぴつ、
き 白いプラスチックけしゴム（なまえペン）、じょうぎ(２年生)
よ
う ※えんぴつは、いえでけずる。
ぐ

じ
ゅ じ ○チャイムがなったら、せきにつく。
ぎ ゅ
ょ ん ○がくしゅうようぐをつくえのうえにだして、まっている。
う び
ま ○休み時間がおわったら、かならず手あらい・うがいをする。
え
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は ○じゅぎょうのはじまり、おわりのとき
じ
ま ①しせいよくすわる。
り ②先生をみて、
・ あいさつれいをする。
お
わ ＜れい＞
り 「これから、じかんめの○○のがくしゅうをは
じめます。」

「これで、○じかんめの○○のがくしゅうを
おわります。」

「あしはペッタン、せなかはピン、
おなかとせなかにグーひとつ」

す
わ ○ては、ひざのうえにそろえておく。
り ○りょうあしは、つくえのなかにいれる。
か ○うわばきをきちんとはく。
た

○きめられたノートをつかう。
○いわれたとおりに、ていねいにかく。
○ただしいえんぴつのもちかたでかく。
○したじきをしいてかく。
○じょうぎをつかって、せんをひく。（２年生）

じ

ゅ ノ
｜

ぎ ト
の

う つ
か

ち い
か

ゅ た

う

は ○ひじとゆびをのばして、てをあげる。
つ
げ ○なまえをよばれたら、「はい」とへんじ
ん をしてからはつげんする。
の
し ○きこえるこえで、はっきりとはなす。
か
た ○ていねいなことばづかいではなす。
・
は ○「こえのものさし」をつかってはなす。
な
し ○「わけい」をみて、ていねいにはなす。
か
た
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は ＜ききかためいじん＞できく
な
し ①いまやっていることをやめる。
の ②はなすひとをみる。
き ③さいごまできく。
き ④うなずきながらきく。
か
た

じ か ○きょうかしょ・ノートなどをつくえのなかにいれ、つくえのうえになにもおか
ゅ ない。
ぎ た
ょ ○みんなでつかったものは、もとのばしょにもどす。
う づ つかう前と後に、手あらいをする。
ご
け

○せっけんできれいにてをあらい、ハンカチでふく。
じ ○はくいのボタンをすべてとめ、ぼうし、マスクをみにつける。
ゅ ○あいさつをして、はいぜんしゃをうけとり、ゆっくりはこぶ。
ん ○ナフキンをしき、じゅんびができたら、しずかにすわってまつ。

き び ○しずかにじぶんのものだけをはいぜんをする。

ゅ し
ょ ○前をむいて、かんしゃの気もちをもって食べる。

う く ○くちにたべものがはいっているときはおしゃべりをしない。
じ ○にがてなものもひとくちはたべる。

し ち ○たべおわってもせきをたたない。
ゅ

ょ う

く か ○おさらはわれないように、しずかにかえす。
た ○はしやスプーンのむきをそろえる。
づ ○いちじまでにしょくじをおえ、かたづける。
け ○じぶんのものはじぶんでかたづける。

○いえのひとに てがみをわたして、れんらくちょうを
じ みせる。
ゅ ※いえのひとが るすのときは、きめられたばしょに

か ん おく。
て び ○じかんわりをみて じゅんびし、いえのひとにみてもら
が う。
く
し ＜かていがくしゅう＞
ゅ が （しゅくだい・じぶんのがくしゅう）
う く めやす １ねんせい １０ぷんかん
し ２ねんせい ２０ぷんかん
ゅ ○まいにち、きちんととりくみ、いえのひとにみてもらう。
う
＜れい＞
しゅくだい、けいさんドリル、かんじドリル、先生がつくったプリントなど

※げこうごは、わすれものがあってもとりにこない。


